
 平 成 ２ １ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ａ Ｉ 第 一 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ G －  1 ～ 6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ G －  7 ～ 12

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ G － 13 ～ 17

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１G９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｐ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｇ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間に (ア) ボルトの直流電圧を加えると、端子

ｃ－ｄ間には、１ボルトの電圧が現れる。 (５点)

① ２ ② ４ ③ ８ ④ １２ ⑤ １６

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームである。

ただし、角周波数は５００ラジアン／秒とする。 (５点)

① ２０ ② ２４ ③ ２８ ④ ３２ ⑤ ３４

(３) 中空のコイルの中を磁束が貫いているとき、電磁誘導によってコイルに誘起される起電力の

大きさは、磁束の (ウ) に比例する。 (５点)

① 最大値 ② 変化率 ③ 漏洩量 ④ 磁路長

(４) 距離ｒだけ隔てて張られた２本の平行な電線において、同じ向きにＩ 及びＩ の直流電流１ ２

が流れているとき、この電線の間には、Ｉ とＩ の積に比例し、 (エ) が働く。 (５点)１ ２

① ｒに反比例する吸引力 ② ｒの２乗に反比例する吸引力

③ ｒに反比例する反発力 ④ ｒの２乗に反比例する反発力

１ Ω １ Ω Ω１

１ Ω２ Ω ２ Ω２ Ω

ｃ

ｄ

ａ

ｂ

図１

図

Ｒ＝２０ Ｌ＝２０

ａ ｂ

Ｃ＝２００Ω mＨ μＦ

２
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) トランジスタ増幅回路において、負荷抵抗の信号出力をコンデンサを介して次段に伝える回

路は、 (ア) 結合増幅回路といわれる。 (４点)

① 電 磁 ② トランス ③ 直 接 ④ ＲＣ ⑤ 抵 抗

Ｉ(２) 図に示すトランジスタ増幅回路において、ベース～エミッタ間に正弦波の入力交流電圧Ｖ

Ｃを０.１ボルト加えたとき、電圧利得は６０デシベルであった。このとき、コレクタ交流電流Ｉ

は、 (イ) ミリアンペアである。ただし、抵抗Ｒ は１０キロオームとする。 (４点)Ｃ

① ０.１ ② １ ③ １０ ④ １００

(３) 定電圧ダイオードは、逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加する

(ウ) 現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する。 (４点)

① 降 伏 ② ドリフト ③ 誘 導 ④ 漏 話

(４) 半導体素子について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ バリスタは、印加電圧が一定の電圧を超えると、その抵抗値が低下して急激に電流が増大

する非直線性の特性を持つ半導体素子であり、電話機の衝撃性雑音の吸収回路などに用いら

れる。

Ｂ アバランシホトダイオードは、光信号を電気信号に変換する光検出素子などとして用い

られ、光信号に対して電子なだれ現象による光電流が発生する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) トランジスタの静特性の一つである出力特性は、エミッタ接地方式において、ベース電流

Ｉ を一定に保ったときのコレクタ電流Ｉ と (オ) との関係を示したものである。(４点)Ｂ Ｃ

ＣＥ① ベース電圧Ｖ ② コレクタ－エミッタ間の電圧ＶＢ

ＢＥ③ エミッタ電流Ｉ ④ ベース－エミッタ間の電圧ＶＥ

Ｃ

ＲＣ

ＶＣ

ＢＢ

ＶＩ

ＩＣ

Ｖ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１～図４の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベル(それぞれＡ及びＢ)と出力ｃ

の論理レベル(Ｃ)との関係が、

Ｃ ＝ Ａ･Ｂ

の論理式で表すことができる論理回路は、 (ア) の回路である。 (５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３ ④ 図４

(２) 図５の論理回路は、ＮＯＲゲートとＮＡＮＤゲートの組合せによるフリップフロップ回路で

ある。入力ａ及び入力ｂの論理式がそれぞれ(Ａ･Ｂ)及び(Ａ･Ｂ)のとき出力ｄの論理式は、

(イ) である。 (５点)

① Ａ＋Ｂ ② Ａ＋Ｂ ③ Ａ・Ｂ ④ Ａ・Ｂ

ａ入力

(Ａ･Ｂ)

ｂ ｃ入力 出力

(Ａ･Ｂ)

ｄ出力

図５

図２

図１

図３ 図４

出力ｃ
入力ａ
入力ｂ

入力ａ
入力ｂ 出力ｃ

出力ｃ
入力ａ

入力ｂ

入力ａ
入力 ｂ 出力ｃ
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(３) 図６～図９の論理回路において、図１０に示す入力ａ及び入力ｂに対して出力ｃが得られる

論理回路は、 (ウ) である。 (５点)

① 図６ ② 図７ ③ 図８ ④ 図９

図６

図１０

図７

図８

図９

(４) 表に示す論理関数Ｘのうち、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、論理式が、

Ｘ ＝ Ａ

になるものは、 (エ) である。 (５点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ

論理関数

イ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ロ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ハ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ニ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ホ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が４５ミリボルト、電気通信回線１から電気通

信回線２への遠端漏話減衰量が５６デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、電

圧計の読みは、４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて同一値

で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

(２) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス (イ) 。

(５点)

１① の である ② の２倍である ③ と等しい ④ の逆数である２

(３) 図２に示すように、一方の伝送ケーブルのインピーダンスをＺ 、もう一方の伝送ケーブル1

のインピーダンスをＺ とすると、その接続点における電圧反射係数は、 (ウ) で表される。２

(５点)

２ １ １ ２ １ ２ １ ２Ｚ －Ｚ Ｚ －Ｚ Ｚ ＋Ｚ Ｚ ＋Ｚ① ② ③ ④
１ ２ １ ２ ２ １ １ ２Ｚ ＋Ｚ Ｚ ＋Ｚ Ｚ －Ｚ Ｚ －Ｚ

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 同 期 ③ 波 形 ④ 非直線 ⑤ 位 相

図２

伝送方向 接続点

ＺＺ 1 2

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器図１
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調器には、 (ア) の変化により媒体の屈折率を変化さ

せる電気光学効果を利用する方法、音波により媒体の屈折率を変化させる音響光学効果を利用

する方法などがある。 (４点)

① 磁界の強度 ② 電界の強度 ③ 周波数 ④ 波 長

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ コイル、コンデンサなどの受動素子で構成されるフィルタは、一般に、パッシブフィルタ

といわれる。

Ｂ デジタル伝送系に用いられるフィルタは、伝送符号の演算処理を行い、所要の周波数帯域

の信号を抽出する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ伝送における回線雑音には、信号電力の大きさには無関係な (ウ) 雑音、中継

器などの特性により生ずる相互変調雑音、ケーブル心線間の電磁結合や静電結合あるいはフィ

ルタの特性によって生ずる漏話雑音などがある。 (４点)

① 補 間 ② 量子化 ③ ジッタ ④ 準漏話 ⑤ 熱

(４) デジタル回線の伝送品質を評価する尺度の一つである (エ) は、１秒ごとに平均符号誤

り率を測定し、符号誤り率が１×１０ を超える符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)が、稼－３

働時間に占める割合を示したものである。 (４点)

① ＢＥＲ ② ％ＥＳ ③ ％ＥＦＳ ④ ％ＳＥＳ

(５) ＴＤＭＡ方式は、複数のユーザが、伝送路を (オ) 分割して使用する方式であり、送受

信端末間でフレーム同期をとる必要がある。 (４点)

① 波 長 ② 空間的に ③ 時間的に ④ 周波数



Ｇ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 第二世代コードレス電話システムの規格に準拠したデジタルコードレス留守番電話機の動作

について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 発呼のため電話機(子機)の送受器をオフフックし、接続装置(親機)と電話機間の無線回線

の設定が終了すると、接続装置は、電気通信回線の極性反転を行った後、電話機からの選択

信号を待ち受ける。

Ｂ 終話のため電話機(子機)の送受器をオンフックし、電話機から通信チャネルを介して接続

装置(親機)に対して切断を指示する旨の信号が送信されると、接続装置は、電気通信回線へ

切断信号又は終話信号を送出する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図は、デジタル式ＰＢＸの内線回路を示したものである。図中のＷは (イ) であり、

Ｚは (ウ) を表す。 (４点×２＝８点)

① リングトリップ回路 ② 符号器 ③ 通話電流供給回路

④ ２線－４線変換回路 ⑤ 復調器 ⑥ 復号器

⑦ 過電圧保護回路 ⑧ 変調器 ⑨ 加入者線試験引込み回路

(３) ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおけるデジタル回線終端装置について述べ

た次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ デジタル回線終端装置は、一般に、電気通信事業者側からの遠隔給電がなく、ユーザ宅内

の商用電源などからのローカル給電により動作する。

Ｂ ＩＳＤＮ端末側からデジタル回線終端装置への給電は行っていないが、デジタル回線終端

装置からＩＳＤＮ端末側への給電は行っている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

音
声
情
報

Ｘ
Ｖ Ｗ

連続呼出
信号

ポイント制御

監 視

直流監視
回 路

制 御 回 路

応答検出
回 路

平
衡
回
路
網

Ｙ
(上り)

(下り)

制御信号

監視信号

Ｚ

信
号
情
報
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(４) 既設端末設備の外部誘導ノイズに対する対策としては、接地されていない高導電率の金属で

電子機器を完全に覆う (オ) などが用いられる。 (４点)

① コモンモードチョークコイル ② ハイパスフィルタ ③ 静電シールド

④ アクティブシールド ⑤ 電磁シールド

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける参照構成について述べた次の二つの記述は、

(ア) 。 (４点)

Ａ Ｓ点は、ＮＴ１とＮＴ２の間に位置し、主に電気的・物理的な網機能について規定されて

いる。

Ｂ Ｒ点は、アナログ端末などの非ＩＳＤＮ端末を接続するために規定されており、ＴＡを介

して網に接続される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

( ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＢチャネルの使用について述べた次の二つ２)

の記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ Ｂチャネルでは、回線交換、パケット交換などの通信モードにより、ユーザ情報を転送す

ることができる。

Ｂ Ｂチャネルを使用するときは、複数の端末間でＢチャネルへのアクセス競合が発生しない

よう、Ｂチャネル競合制御手順に従って、アクセス権を獲得しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１におけるフレームは、各チャネルの情報

ビットとフレーム制御用ビットなどを合わせた (ウ) ビットで構成され、２５０マイクロ秒

の周期で繰り返し送受信される。 (４点)

① １６ ② ４８ ③ ６４ ④ １９２ ⑤ ３２０

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送手順について述べた次の記

述のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (４点)

① ポイント・ツー・ポイントリンクを使って通信が行われる。

② モジュロ１２８の順序番号を用いた送達確認が行われる。

③ ユーザ情報は情報フレームで伝送される。

④ 情報フレームの転送において、フレームの送・受信を制御するときは、

フロー制御が行われる。

⑤ 情報転送時にフレームのＴＥＩの値は、１２７に設定されている。

(５) パケットハンドラを持つＩＳＤＮユーザ・網インタフェースにおけるパケット交換サービス

では、呼制御によってリンクの設定が完了した後、パケットによるデータ転送が開始される。

このとき、パケットによるデータ転送には、 (オ) が使用される。 (４点)

① ユーザ・ユーザ情報 ② ＩＳＵＰ ③ Ｂチャネルのみ

④ Ｄチャネルのみ ⑤ Ｂチャネル又はＤチャネル
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 出回線が１２回線の即時式完全線群の交換機において３０分間に１４０呼が加わった。この

とき出回線の平均使用率が７０パーセントで１呼当たりの平均回線保留時間が１２０秒である

場合、この交換機の呼損率は、 (ア) である。 (４点)

① ０.１０ ② ０.２９ ③ ０.４４ ④ ０.４５ ⑤ ０.９０

(２) ある回線群が運んだ１時間当たりの (イ) は、運ばれた呼の平均回線保留時間中におけ

る平均呼数に等しい。 (４点)

① 最大呼数 ② 待ち呼数 ③ 呼数密度 ④ 呼 数 ⑤ トラヒック量

(３) あるコールセンタのオペレータ席への平常時における電話着信状況を調査したところ、５人

のオペレータが顧客対応したとき、１時間当たりの平均応対数が７０件であり、すべてのオペ

レータが応対中のため、顧客が応対待ちとなる確率が０.０５であった。この応対待ちとなる

確率を０.０１以下にするには、表を用いて算出すると、最低 (ウ) 人のオペレータの増

員が必要となる。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ６ ⑤ ７

待時式完全線群負荷表 単位：アーラン

M(0) M(0)
0.01 0.02 0.05 0.10 0.01 0.02 0.05 0.10

ｎ ｎ

１ 0.01 0.02 0.05 0.10 ６ 1.76 2.05 2.53 3.01
２ 0.15 0.21 0.34 0.50 ７ 2.30 2.63 3.19 3.73
３ 0.43 0.56 0.79 1.04 ８ 2.87 3.25 3.87 4.46
４ 0.81 0.99 1.32 1.65 ９ 3.46 3.88 4.57 5.22
５ 1.26 1.50 1.91 2.31 10 4.08 4.54 5.29 5.99

(凡 例) Ｍ(0)：待ち合わせ率 ｎ：出回線数

(４) コンピュータシステムへの脅威について述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(エ) である。 (４点)

① クラッキングとは、他人のコンピュータに不正に侵入したり、個人情報や機密情

報などを盗んだり、無断でプログラムやデータを書き換えたりする行為である。

② スキミングとは、金融機関などの正規の電子メールやＷｅｂサイトを装い、暗証

番号やクレジットカード番号などを入力させて、個人情報を盗む行為である。

③ ＤｏＳ攻撃とは、インターネット上でサービスを提供しているコンピュータに対

し、パケットを大量に送りつける、セキュリティホールを悪用することなどにより、

サービスを利用不能にする攻撃である。

④ 踏み台とは、所有者や管理者が気づかないうちに、不正アクセスや迷惑メール配

信の中継などに利用されるコンピュータのことである。

(５) (オ) は、無線ＬＡＮ端末が持つ機器固有の番号を無線ＬＡＮアクセスポイントにあら

かじめ登録することにより、登録されている無線ＬＡＮ端末だけを接続可能にするセキュリ

ティ機能である。 (４点)

① ＭＡＣアドレスフィルタリング ② ＳＳＩＤ ③ ＷＥＰ ④ ＷＰＡ
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アクセス系設備のメタリック平衡対ケーブルにおいては、心線導体を被覆する絶縁体材料の

(ア) 率を小さくすることにより心線間の静電容量を小さくすることができる。 (４点)

① 導 電 ② 誘 電 ③ 透 磁 ④ 抵 抗 ⑤ 弾 性

(２) アナログ式テスタにおいて、直流電流測定レンジの固有誤差が±３パーセントの場合、

０.５ミリアンペアの電流を１０ミリアンペアレンジで測定すると、指示値の許容範囲は、

０.５± (イ) ミリアンペアである。 (４点)

① ０.０１５ ② ０.０３ ③ ０.２８５ ④ ０.３ ⑤ ０.３１５

(３) 日本電線工業会規格(ＪＣＳ)のＥＭ(エコマテリアル及び耐燃性)ケーブルを用いた電子式ボ

タン電話などの配線工事について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 配線工事において、火災時に低発煙性で有害なハロゲン系ガスや腐食性ガスが発生しない

ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンシース屋内用ボタン電話ケーブルを用いることは、防災

及び安全対策の向上を図る方法として有効である。

Ｂ ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンシース屋内用ボタン電話ケーブルは、ＰＶＣ(ポリ塩化

ビニル)シースケーブルと比較して耐水性が低く、空気中の水分を吸収しやすい潮解性により

電気的特性に影響を及ぼすため、使用環境に留意する必要がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験のうち、 (エ) 試験では、外線中継台で着信信号を受

信中に発信者が発信呼を途中放棄し、外線からの着信信号を一定時間以上受信しなくなった場

合、中継台で表示した着信表示が消え、ブザーなどが自動的に停止することを確認する。(４点)

① 外線キャンプオン ② ラインロックアウト ③ オートレリーズ

④ プレシグナル ⑤ ＡＣＤ

(５) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験のうち、 (オ) 試験では、内線Ａが内線Ｂ又は外線と

通話中のとき、内線Ａがフッキングなどの操作後、内線Ｃを呼び出し、内線Ｃとの通話を確認

後、フッキングなどの操作により３者通話が正常に行われることを確認する。 (４点)

① トランクキャンプオン ② ページング ③ ダイヤルイン

④ コールトランスファ ⑤ アッドオン

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・ポイント配線構成の場

合、接続用ジャック(ＭＪ)と端末装置(ＴＥ)間には、最長 (ア) メートルまでの長さの延

長接続コードの使用が可能である。 (４点)

① ３ ② ７ ③ １０ ④ ２５
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでのバス配線では、一般に、ＩＳＯ８８７７に準拠

した８端子のモジュラジャックが使用されるが、端子番号の規定内容について述べた次の二つ

の記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 送信線と受信線には、１～４番の四つの端子が使用される。

Ｂ ファントムモードの給電には、３～６番の四つの端子が使用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、工事試験などでレイヤ１停止状態におけ

る測定値について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ＤＳＵで、端末装置側のＴ線とＲ線との間の給電電圧値を測定したところ、直流４０ボル

トであった。この値は規定値を満足している。

Ｂ ＤＳＵで、端末装置側の送信線(ＴＡ－ＴＢ間)の終端抵抗値を測定したところ、９５オー

ムであった。この値は規定値を満足している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 図１に示すネットワーク工程表において、作業の一部で日程変更があった場合の全体の工期

について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 作業Ｂが３日短縮されると、全体の工期は２日短縮される。

Ｂ 作業Ｅが３日延びると、全体の工期は１日延びる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

４日

６日 ３日

１日

１ ２ ６５
２日

３
４日

図１

作業Ａ 作業Ｂ 作業Ｄ

作業Ｃ 作業Ｅ

作業Ｆ

４
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(５) 図２に示す問題解決及び課題達成のプロセスにおいて、一般に、ＰＤＣＡサイクルを回す手

順として に入る項目は、 (オ) である。 (４点)D

① 計画の策定 ② 標準化と管理の定着

③ 現状把握 ④ 対策の検討と実施

ＰＬＡＮ
テーマ選定

目標設定

要因解析

効果の確認

ＤＯ

ＣＨＥＣＫ

ＡＣＴ

問題解決及び課題達成のプロセス

  A

  B  C

  D

図２
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 総務大臣が電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限

度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる場合につい

て述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信事業者の業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があるとき。

② 電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っているとき。

③ 事故により電気通信役務の提供に支障が生ずると思われる場合に電気通信事業者

が電気通信業務を停止しないとき。

④ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないとき。

(２) ｢端末機器技術基準適合認定｣及び｢端末設備の接続の技術基準｣について述べた次の二つの文

章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業法の規定により総務大臣の登録を受けた登録認定機関は、その登録に係る技

術基準適合認定をしたときは、電気通信事業者が定めるところにより、その端末機器に技術

基準適合認定をした旨の表示を付さなければならない。

Ｂ 端末設備の接続の技術基準により確保されるものの一つとして、電気通信回線設備を利用

する他の利用者に迷惑を及ぼさないようにすることがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受

けたときは、その接続が総務省令で定める技術基準に適合しない場合その他総務省令で定める

場合を除き、その請求を拒むことができない。その他総務省令で定める場合とは、利用者から、

端末設備であって電波を使用するもの(別に告示で定めるものを除く。)及び (ウ) その他

利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求を受けた場合である。 (４点)

① 網制御装置 ② ファクシミリ ③ 通信管理装置 ④ 公衆電話機

(４) ｢端末設備の接続の検査｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電気通信回線設備を設置する電気通信事業者は、端末設備に異常がある場合その他電気通

信役務の円滑な提供に支障がある場合は、総務大臣に対し、その端末設備の接続が電気通信

事業法に規定された技術基準に適合するかどうかの検査を求めることができる。

Ｂ 電気通信事業法に規定された、電気通信回線設備と端末設備との接続の検査に従事する者

は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人に提示しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信として総務省令で定めるものに、火

災、集団的疫病、交通機関の重大な事故その他 (オ) に係る事態が発生し、又は発生する

おそれがある場合において、その予防、救援、復旧等に関し、緊急を要する事項を内容とする

通信であって、予防、救援、復旧等に直接関係がある機関相互間において行われるものがある。

(４点)

① 生活基盤 ② 報告又は警報 ③ 日常生活 ④ 人命の安全
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＡＩ第一種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事及び総

合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

Ｂ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１０メガビット以下のものであって、端末

設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、 (イ) 以内にその資格者証を総務大臣に

返納しなければならない。 (４点)

① その処分の通知を受けた日から５日

② その処分を受けた日から１０日

③ その処分の通知を受けた日から１４日

④ その処分を受けた日から３０日

(３) 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主と

して６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により (ウ) を統合して伝

送交換することを目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。 (４点)

① 音響及び符号 ② 専ら符号又は影像

③ 主として音声及び符号 ④ 符号、音声その他の音響又は影像

(４) 有線電気通信法に規定する、｢有線電気通信設備の届出｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 工事を要する有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを

除く。)を設置しようとする者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所及び設備の

概要を記載した書類を添えて、設置の工事の開始の日の２週間前までに、その旨を総務大臣

に届け出なければならない。

Ｂ 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置

した者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所又は設備の概要に係る事項を変更し

ようとするときは、変更の工事の完了の日から２週間以内に、その旨を総務大臣に届け出な

ければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を設置した者

からその設備に関する報告を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業

場に立ち入り、その設備若しくは (オ) を検査させることができる。 (４点)

① 附属設備 ② 業務内容 ③ 帳簿書類 ④ 運用状況
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて４線式の接続形式で接続されるものをいう。

② 無線呼出用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、無線

によって利用者に対する呼出し(これに付随する通報を含む。)を行うことを目的とす

る電気通信役務の用に供するものをいう。

③ 専用通信回線設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、特

定の利用者に当該設備を専用させる電気通信役務の用に供するものをいう。

④ 選択信号とは、主として相手の端末設備を指定するために使用する信号をいう。

(２) ｢責任の分界｣及び｢鳴音の発生防止｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。(４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に保安器を有しなければならない。

Ｂ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもの

でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が３００ボルトを超え (ウ) ボルト以下の交流の場合にあっては、

(エ) メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければならない。 (４点×２＝８点)

① ０.１ ② ０.２ ③ ０.３ ④ ０.４

⑤ ６００ ⑥ ６５０ ⑦ ７００ ⑧ ７５０

(４) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を開くものでなければならない。

ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

Ｂ 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｇ－16

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢基本的機能｣及び｢発信の機能｣について述べた次の二つの文章は、

(ア) 。 (４点)

Ａ アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき開き、通信が終了したとき閉じ

るものでなければならない。

Ｂ 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を開いてから２秒以上経過後に選

択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、他の端末機器からの発信音又は

これに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数とは、８００ヘルツから１,０００ヘルツの間の特定の周波数をいう。

② 高群周波数とは、１,５００ヘルツから１,７００ヘルツの間の特定の周波数をいう。

③ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

④ 数字及び数字以外を表す押しボタンダイヤル信号は、１２種類規定されている。

(３) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (ウ) である。 (４点)

① アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはな

らない。

② 直流回路を開いているときの直流回路の直流抵抗値は、４メガオーム以上でなけれ

ばならない。

③ 直流回路を開いているときの直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト

以上の一の電圧で測定した値で、１メガオーム以上でなければならない。

④ 直流回路を開いているときの呼出信号受信時における直流回路の静電容量は、３マ

イクロファラド以下であり、インピーダンスは、７５ボルト、１６ヘルツの交流に対

して２キロオーム以上でなければならない。

(４) 移動電話端末の｢発信の機能｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回

線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後１分以内にチャネルを切断する信号を

送出し、送信を停止するものでなければならない。

Ｂ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は３回以内でなければならない。ただし、最

初の発信から１分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。なお、この規定は、火災、

盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総合デジタル通信端末がアナログ電話端末等と通信する場合にあっては、通話の用に供する

場合を除き、総合デジタル通信用設備とアナログ電話用設備との接続点においてデジタル信号

をアナログ信号に変換した送出電力は、マイナス (オ) dＢm(平均レベル)以下でなければ

ならない。(dＢmは、絶対レベルを表す単位とする。平均レベルは、端末設備の使用状態にお

ける平均的なレベル(実効値)とする。) (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４



Ｇ－17

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① ケーブルとは、光ファイバ以外の絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

② 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体のほか、つり線、支線などの

工作物を含めたものをいう。

③ 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが気象条件による位置の変化によ

り最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。

④ 音声周波とは、周波数が３００ヘルツを超え、４,０００ヘルツ以下の電磁波をいう。

(２) ｢線路の電圧及び通信回線の電力｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の電力は、絶対レベルで表わした値で、

その周波数が音声周波であるときは、プラス２０デシベル以下、高周波であるときは、プラス

１０デシベル以下でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の線路の電圧は、１００ボルト以下でな

ければならない。ただし、電線としてケーブルのみを使用するとき、又は人体に危害を及ぼ

し、若しくは物件に損傷を与えるおそれがないときは、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 屋内の有線電気通信設備と引込線との接続箇所には、交流 (ウ) ボルト以下で動作する

避雷器及び７アンペア以下で動作するヒューズ若しくは５００ミリアンペア以下で動作する熱

線輪からなる保安装置又はこれと同等の保安機能を有する装置を設置しなければならない。た

だし、雷又は強電流電線との混触により、人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与える

おそれがない場合は、この限りでない。 (４点)

① ２００ ② ３００ ③ ４００ ④ ５００

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る (エ) 及びアクセス制御機能によ

り実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信社会の健全な発展に寄

与することを目的とする。 (４点)

① プライバシーの保護 ② 通信の確保

③ 特定利用の促進 ④ 犯罪の防止

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律は、電子署名に関し、電磁的記録の (オ) 、特定認

証業務に関する認定の制度その他必要な事項を定めることにより、電子署名の円滑な利用の確

保による情報の電磁的方式による流通及び情報処理の促進を図り、もって国民生活の向上及び

国民経済の健全な発展に寄与することを目的とする。 (４点)

① 真正な成立の推定 ② 正規な基準の普及

③ 正当な利用の推進 ④ 更新のための審査



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。なお、試験問題では、R 及び TM を 

明記していません。 

 

(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 

(3) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。 

 

 

    

(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 

(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、常用漢字 

以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) ・輻輳(ふくそう)  

          ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 

(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の８桁、８ビット 

      〔Bit〕です。 

 

(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般に、使われる 

頻度が高いバイトを用いています。 

 

(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 

(9) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤りだけで誤り文 

とするような出題はしておりません。 

 

新図記号 旧図記号


